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挨　拶

　今年度の静岡大学公開セミナーでは、科学、ファッション、消費生活、音楽の4つの分野にわたる講義

が行われました。

　講義内容は、受講生のみなさんの希望をもとに決めています。本研究会が、開催している就労フォー

ラムの本人部会で、みなさんにどんなことを学びたいか希望を聞いていますが、毎年様々な意見が出さ

れます。今回は、地球温暖化、ファッション事情、絵手紙、音楽、エネルギー問題、医師不足問題、輸

入食品、家計簿、就職に有利な資格などの意見が出されました。みなさんが社会事象に敏感で、学びの

興味や関心がたいへんに幅広いことをあらためて感じています。

　講師は、静岡大学教育学部の理科教育、消費生活科学、音楽教育の各教室の先生方に加え、株式会社

コックスの開発部長様にお願いしました。毎回、その道の専門家やプロの方が講義をしてくださってい

ます。ですから、その内容は、受講生はもちろん、学びのパートナーである学生のみなさんにとっても、

知的好奇心を大いに満足させるものになっています。多少難解と思われる内容もありますが、どの講義

にもスモールワークの時間が設けられ、学びのパートナーとの関わりの中で、主体的な学びが可能になっ

ています。

　また、昨年度に続き、今年度も県の東部地区で「学ぶって楽しい！」が開催されました。生涯学習の

場がますます広がっていることを、たいへんうれしく思います。この学びを契機として、みなさんの社

会参加の場がさらに広がっていくことを願っています。

　毎回、御尽力いただいている静岡大学生涯学習教育研究センター、各地区の青年学級、特別支援学校

の同窓会、静岡大学学校教育教員養成課程の学生、日本大学国際関係学部の学生等、多くの皆様に厚く

御礼申し上げます。今後とも、よろしく御支援をお願いし、お礼の御挨拶といたします。

静岡県知的障害者就労研究会代表　池上　登



挨　拶

　静岡大学生涯学習教育研究センターは、本学が長年にわたって蓄積してきた知的資源を地域社会に開

いていくための窓口です。1997年に設置されて以来、公開講座や公開セミナー、シンポジウムなどの大

学開放事業を実施するとともに、地域の方々と連携してさまざまな事業を行ってきました。

　この「学ぶって楽しい！─大学で学ぼう─」は、静岡大学の中でも特色ある取り組みです。生涯学習

教育研究センターでは、公開セミナーという形で講座運営のお手伝いをしています。

　一般市民の学習の場として大学を開放するだけでなく、知的障害者に生涯学習の場を提供していくこ

とも、これからの大学にとって重要な役目だと思います。知的障害をもつ社会人を対象にしたこの取り

組みは、生涯学習という観点からも、非常に価値のあることだと考えています。さらに、「学びのパート

ナー」として講座運営に協力してくれた本学の学生にとっても、大きな意味があることは言うまでもあ

りません。

　健常者・障害者の垣根なく、大学が地域の中でもっと身近な存在になれるよう、これからも努力して

いきたいと考えています。この講座をきっかけに、大学との新しい関係が生まれ、未来に向けて育って

いくことを願っています。

　最後に、「学ぶって楽しい！」の開催にあたっては、実質的な企画をされた静岡県知的障害者就労研究

会のみなさま、ボランティアで講座運営に尽力してくださった各特別支援学校のみなさまや学生たちの

多大なるご協力をいただきました。厚く御礼申し上げます。

静岡大学生涯学習教育研究センター長 （理事 ・ 副学長）　山本 義彦
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学ぶって楽しい！─大学で学ぼう　報告集

講座の趣旨

徳増 五郎

はじめに

　静岡県知的障害者就労研究会（以下、本研究会）は、知的障害養護学校の卒業生の就労の拡大・継続

と生活支援の研究活動を行っており、就労を支えるためには、余暇の充実や生涯学習が重要であると考

えている。つまり、知的障害者にとっても、学び続ける機会があることは、社会参加の機会と幅が広がり、

人生をより豊かにすることができると考えているのである。具体的には、自然界の現象や社会における

出来事、さらには専門分野の講義を聴くことを中心に学びを進め、深めることも可能であると思われる

のだが、これまではこうした種の学習の機会が、成人の知的障害者には用意されていなかった。

　しかし近年、障害のある人への学校教育以外の教育的取り組みは、「生涯学習」という枠組みではない

ものの、さまざまな実践が展開されるようになった。静岡県内では、2005（平成17）年から、本研究会が、

静岡市及び周辺の青年学級等の人たちに呼びかけ、科学と地理、外国文化等についてのテーマの講義を

聴く講演会を開催している。毎回、知的障害のある社会人が40数名、学習支援者として20数名の学生が

一緒に受講し、学びことができる講座を目指している。

静岡のスタイル

　静岡での講座を開催するにあたって、本研究会に実行委員会を設置した。そして、先進的な取り組み

をしている講座を見学させていただいたり、文献による調査をしたりしながら、静岡ならではのものを

作りたいと考え、以下の二点を大切にしていくこととした。

（1） 主体的な学びに

　「こうすることが望ましい」といったことを教える授業ではなく、参加者が「こんなことを学びたい」

と思う事項を題材としたい。また、体験活動のみで「面白かった。楽しかった」というような、単なる

遊び感覚にならぬよう、「知的好奇心をくすぐりつつ、難しいことを分かりやすく、自分たちなりに考え

る場を設けた」講義を目指したいと考えた。

　そこで、参加者の希望から講義内容を決めた。至極当然のことではあるが、要望に適した講師を探す

ことは、なかなか容易ではなかった。幸い多くの方々から「こんな先生がいらっしゃるよ。」と情報提供

していただくことができ、非常にありがたかった。

　それから、本講座の趣旨を理解していただいた上で様々な環境設定するために、講師の先生方と何回

か打ち合わせをさせていただいた。その中で、視覚や聴覚にうったえる教材を用意することや実験等の

体験活動の導入、ワークシートへの記入及び小グループによる話し合いの時間の確保といった展開が有

効ではないかと考えた。受講生の学びの様子や感想、アンケートの結果から見ると、こうした環境設定

が魅力ある講義につながったと思われる。

（2） ユニバーサルな学びに

　講義の中で、課題解決に向けて意見交換をすることにより、お互いがお互いを理解したり、共に学ぶ

ことができて良かったという充実感や達成感を持ったりすることは、非常に意義深い。しかし、他地域

でも障害のある人と障害のない人が一緒に学ぶことができるよう努力しているが、実現している所は少

ないようである。

　そこで、本講座では静岡大学教育学部障害児教育講座（現在は特別支援教育講座）の学生に、学びのパー

トナーとして共に講義に参加し、必要最低限の支援のみしてもらうよう依頼した（基本的には参加者本
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人の自主性に任せ、参加者が困っていたり参加者に質問されたりした時のみ支援する）。

　お互いが、普段接したことのない人との共同作業であったが、学生諸君が学習活動を通して参加者の

意見を引き出してくれる場面が多くみられた。また、感想文から参加者のひたむきな態度が、学生には

響くものがあったこともうかがうことができ、「共に学ぶ」という目的に近づくことができたと考えてい

る。

実施要項

○第6回実施分

＜講座名＞　第6回　学ぶって楽しい！―大学で学ぼう―（平成20年度静岡大学公開セミナー）

＜期　日＞　平成20年6月15日（日）

＜場　所＞　静岡大学大学会館

＜対　象＞　静岡市と周辺の地域の知的障害をもつ社会人

＜講師及び講義内容＞

　　　熊野善介先生「不思議感動！科学する心とは！？」

　　　　静岡大学教育学部教授（理科教育）

　　　大橋芳幸先生「現代ファッション事情～流行は誰が考えるの？どうやって決まるの？～」

　　　　株式会社コックス　ブランド開発部長

○第7回実施分

＜講座名＞　第7回　学ぶって楽しい！―大学で学ぼう―（平成20年度静岡大学公開セミナー）

＜期　日＞　平成20年10月19日（日）

＜場　所＞　静岡大学大学会館

＜対　象＞　静岡市と周辺の地域の知的障害をもつ社会人

＜講師及び講義内容＞

　　　色川卓男先生　「消費生活を考えてみよう」

　　　　静岡大学教育学部准教授（消費生活科学）

　　　北山　敦康先生「音楽のしくみを知ろう～うたのはじめはドレミ～」

　　　　静岡大学教育学部教授（音楽教育）
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学ぶって楽しい！─大学で学ぼう　報告集

知的障害のある人の生涯学習について
──各地の大学公開講座等の実施状況──

渡辺 明広

　生涯学習についての理念が改正教育基本法に明確に規定され、生涯学習の機会と合理的配慮に基づく

支援の保障が国連の障害者の権利条約に示された。国内外のこうした潮流を背景に、知的障害のある人

たちの大学講座やオープンカレッジなどによる生涯学習が構築されつつある。

生涯学習の理念の確立

　2006（平成18）年12月に改正された教育基本法の第3条には、「国民一人一人が、自己の人格を磨き、

豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学

習することができ、その成果を適切に生かすことができる社会の実現が図らなければならない」とする

生涯学習の理念が示された。

　これまでにも、知的障害のある成人への学校卒業後の教育的な取り組みについては、さまざまな実践

が展開されてきた。たとえば、当事者や保護者、学校の教員が中心になって進められてきた各地の青年

学級、自治体による社会教育の場である学習会やサークル、あるいは、障害者福祉施設内での学習活動

等である。そこでは内容的には余暇活用のための文化、スポーツ活動の取り組みが中心であったが、今

後は生涯学習という枠組みを明確にした内容の充実と、本人主体の学びの進め方が検討課題となろう。

　また、2008（平成20）年5月3日に25カ国の批准を得て発効した、国連の障害者の権利条約の第24条5

項では、「締約国は、障害のある人が、差別なしに、かつ、他の者と平等に高等教育一般、職業訓練、成

人教育及び生涯学習の機会を与えられることを確保する。このため、締約国は、合理的配慮が障害のあ

る人に提供されることを確保する」と規定している。「合理的配慮」とは、障害のある人が権利を行使で

きない環境に置かれている場合に、個々の状況に応じて、その環境を改善したり、調整することである。

現時点で、わが国はこの条約の批准には至っていないが、法的な拘束力のある条約が批准されれば、わ

が国の取り組みの実効性を推進する点で、大きな意義をもつことになる。

大学における公開講座

　こうした中で、近年、大学で知的障害のある人を対象にした公開講座やオープンカレッジの取り組み

がされ、これからの生涯学習の場として期待されるところである（各地の大学公開講座等の実施状況に

ついては、「2007静岡大学公開セミナー報告集」を参照されたい）。

　知的障害者のための大学公開講座などのなかで最も早くに行われたものの一つが、1995年から始まっ

た東京学芸大学における本人講座「自分を知り社会を学ぶ」である。大学公開講座の一環として取り組

まれるこの種の活動は、その後、全国的な広がりをみせた。各大学の個々の取り組みは、独自の考えを

もちながらも、①知的障害者の人権（教育権）や②発達の保障、③地域社会に対する大学の貢献の3点を

共通の基本理念として揚げている。東京学芸大学では、2004（平成16）年から講座のテーマを「いっしょ

に学び、ともに生きる」に変え、一般市民とインクルーシヴな場で学びあうという新たな取り組みを行っ

ている。2008年度で5年目を迎えたこの講座は、年間4回の講義と学びの成果を報告するシンポジウム

より成る。この講座では、準備をも含む全ての取り組みを記録、分析し、①知的障害者に対する生涯発

達支援と生涯学習支援とに資する学習プログラムの開発、②知的障害者と一般市民とのインクルーシヴ
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な学習を可能とする学習方法の開発を目指している。さらに、このような取り組みの積み重ねによって、

知的障害のある彼らの高等教育の必要性が裏付けられ、広く社会に理解されていくことを目指している。

この取り組みの詳細は、日本特殊教育学会でのポスター発表でなされている。

　これらに関連して、日本特殊教育学会の自主シンポジウムで、松矢勝宏教授（目白大学）らが企画者

になって、「知的障害者の生涯発達と生涯学習保障」をテーマに、大学における教育や生涯学習に関わる

議論が重ねられている。2006（平成18）年のシンポジウムでは、各地で展開されている大学を活用した

知的障害者の生涯学習の取り組みを交流するとともに、1） 障害のある当事者の学習ニーズは何か、それ

はどのような権利に根ざしているか、2） そこでの「学び」とはどのようなものであるのか、「学び」の効

果はいかなるものか、3） この取り組みを広げ、発展させ、定着させていくためには何が必要か、という

課題意識が共有されている。

　また、2007年のシンポジウムでは、知的障害者と学生が共に学びあうことを目的にしたオープンカッ

レジ「ふれあい大学課程」を開講し、障害者や高齢者と「共に生きる地域づくり」をテーマとした試み

を始めている龍谷大学短期大学部や、カナダアルバータ州における、知的障害者の大学における中等教

育後の学習機会提供の実態調査をもとに、インクルーシヴな学びと社会の創出につながるであろう知的

障害者の生涯発達と生涯学習保障についての議論が深められている。

　さらに、2008年には、「青年・成人期の生涯発達を支援する学び」のテーマで、障害のある人の青年期・

成人期の学びが、彼らの生涯発達の上でどのような意味を持つのか、東京学芸大学の公開講座の報告な

どをもとに議論がされている。

静岡における大学公開講座

　静岡県内では、2005（平成17）年10月に、知的障害養護学校（現在は特別支援学校）の卒業生の就労

と生活支援の研究活動を行っている静岡県知的障害者就労研究会（県下の特別支援学校の進路指導担当

教員らが会員）が静岡市及び周辺の青年学級等の人たちに呼びかけ、科学と地理、外国文化についてのテー

マの講義を聴く講演会を開催した。翌年度は静岡大学が主催する公開講座となって年2回開催した。2007

年度からは同大学が主催する公開セミナーとして6月と10月の年2回開催している。講師は大学教員等で

あり、講義内容は、地元の歴史、海外旅行の情報、宇宙の不思議、サッカーなどバラエティーである。毎回、

知的障害のある社会人が40数名から50数名、学習支援者として同大学教育学部の学生20数名が一緒に受

講し、学ぶことができる講座を目指している。

　この講座の特徴は、①主体的な学びのために、受講者たちの希望をもとに、講座内容と講師を選定し

ている、②受講の社会人と同世代の学生（学びのパートナー）が共に講義を聞き、スモールワーク（演習）

を一緒に行うことで、ユニバーサルな学びを実現することを目指している、ことである。

　静岡県知的障害者就労研究会は、2007年度からは同様の趣旨で、県東部の沼津、三島、御殿場の各市

の特別支援学校を卒業した社会人に呼びかけ、講演会を開催している。社会人40数名と日本大学国際関

係学部の学生20数名が学習支援者として一緒に参加している。

文献

・加藤博史　オープンカレッジ「ふれあい大学課程」の実践、肥後祥治　カナダアルバータ州における

Inclusive Post Secondary Education（IPSE）の試み　知的障害者の生涯発達と生涯学習保障3（自主シ

ンポジウム）　日本特殊教育学会第45回大会発表論文集　2007　p.154

・菅野敦　大学公開講座から始まるインクルーシヴな学び　青年・成人期の生涯発達を支援する学び－障

害のある人の青年期・成人期の教育をどのように創造するか－（準備委員会企画シンポジウム2）　
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日本特殊教育学会第46回大会発表論文集　2008　p.40

・渡辺明広　知的障害のある人の生涯学習について－各地の大学公開講座等の実施状況－　2007静岡大

学公開セミナー報告集　通巻第4号　学ぶって楽しい！－大学で学ぼう－　静岡大学生涯学習教育研

究センター　2008　pp.6-8



【講義①】

不思議感動！科学する心とは！？

熊野 善介
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講義編　不思議感動！科学する心とは！？（熊野善介）

［講義のまとめ］

不思議感動！　科学する心とは！？

五條由美子

講義を設定するにあたって

　静岡県知的障害者就労研究会主催の就労フォーラムでは、毎年、本人部会を行い、「大学で学ぼう」の

講義内容について、希望を聞いている。その中で、毎年、希望が出てくるのが、科学的な分野である。

昨年度は、地震についての講義とペットボトルモータ作りを行った。今年度は、「実験をやりたい」とい

う受講者の希望に応えて、静岡大学教育学部の熊野善介教授に、科学の不思議を味わえる講義を設定し

ていただいだ。

　講義の中に、工作や実験を多く取り入れた。実際に自分で作り、体験する活動は、受講者の好奇心を

かきたてること、完成したときの達成感があること、不思議に気がついたときの発見があること、学び

のパートナーとの共同作業ができることなどの点で、効果的である。

講義の流れと内容

①回転する木の円柱の秘密

　ひとつのテーブルに受講者と学びのパートナーがなる

べく同数になるように着席。実験は一人ひとり行うが、

同じテーブルのメンバーで協力し合うようにする。

【実験1】 長さが直径の2倍の円柱、3倍の円柱、4倍の

円柱の3種類を用意。それぞれの円柱の片方

の端に丸いシールを貼る。横に置いた円柱の

端を指ではじいて回転させ、シールがどのよ

うに見えるかを実験する。見えるシールの数

が、長さが直径の2倍の円柱は2つ、3倍の円

柱は3つ、4倍の円柱は4つであることに気付

く。

【実験2】 円柱の一方の端に青いシール、反対側の端に赤いシールを貼り、どちらかの端を指ではじい

て回転させる。青いシールの側をはじいたときには青いシールだけが、赤いシールの側をは

じいた時には赤いシールだけが見えることに気付く。

　これらの現象が、人間の目が持つ残像現象によって起こることを映像で説明する。アニメーションも

この原理を使って作っていることを説明する。ドーナッツに群がる虫の画像を見る。

②回転する模様の不思議

【実験3】 ベンハムのコマの実験。白色と黒色だけの模様のコマを作る。回転させてどんな模様が見え

てくるかを実験する。赤が見えた、黄が見えた、青が見えた、などの声が聞かれ、いろいろ

な色が見えることに気付く。

　なぜ、こんな現象が起こるのかを説明する。太陽の光や蛍光灯の光は、赤、青、緑など、いろいろな

色の光が集まってできている。白は鏡のように光を反射している。黒は光を反射せずに吸収する。コマ

をまわして黒と白を交互に見ることでいろいろな色が集まった光の中からひとつの色を取り出してみる

ことができる。

【実験4】 偏光板めがねを二つ重ね合わせて蛍光灯の光を見る。ひとつのめがねを固定して、もう一つ

のめがねを回転させていくと虹色が見える。90度に重ね合わせたときに、暗くなる。
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　なぜ、こんな現象が起こるのかを説明する。光にはいろいろな色が混じっている。偏光板によ

り、光が屈折するために、いろいろな色が見えてくる。90度に重なったときには、光が通らなくなるため、

暗く見える。

学びのパートナーとの学習について

・科学の内容が「不思議」と思えるもので、特に光に照らすと虹色になるのは、興味深かった。

・消える蛍光灯を見つけた時の表情がとても印象に残りました。

・白と黒の2色しか描かれていないコマを回すと黄や青色が見えて、とても興味深かった。

・光が虹色に見えたりする話はどうしてフィルム1枚であんなふうに見えるのか不思議で、見たり聞い

たり楽しかったです。

・少し内容が難しかったのではないか、という部分もあります。でも、実際に自ら体験する活動が含ま

れていたので、楽しくできました。

・障害をもった方が理解しにくい所は自分なりにフォローしようと努力できたし、相手が楽しそうに取

り組んでいることから自分も楽しく活動できた。

・自分達で作成することや、やってみて何かに気づくかとわかっている所があったが、ばくぜんといわ

れてもわからない点が多かったので、もう少し幅をちぢめた質問にしたり、作り方も詳しく説明した。

・一緒に取り組みながら、難しそうだな、と見えるところは手伝ったりしましたが、できるかぎり会話

などしながら手伝いしすぎないようにした。

・作業の手順を説明した。作業自体の手伝いはあまりしないようにし、口だけで説明するようにした。

道具の使い方を確認した。驚きを一緒に感じた。

・実験のやり方がよく分からないようだったので見本を示したり、実験から分かることを一緒に考えた

りした。

講義を終えて

・  4つの実験を通して、科学の不思議を感じることをテーマとしていた。最後に、テキストの冒頭部分「不

思議だなと思ったり、自然の中の変化に感動したりできたら、あなたはもう科学の入り口にたどりつ

いているのです」を音読し、科学の不思議を体験できた人と聞かれ、多くの人が拍手でこたえていた。

・実験の意味ややり方がよく分からない人もいたが、取り組みは積極的で楽しそうであった。まずは、

円柱やコマをうまく回転させることに夢中になっていた。そのあとで、シールの数や色、コマの色の

変化や蛍光灯の色の変化に気づき、驚きを感じていた。

・実験が多かったために、学びのパートナーと自然に関わり合う場面が多く見られた。やり方の説明や

細かな作業では、支援を受けていたが、一緒に不思議を体験したり感動したりしていた。

・テキストには、今回の実験について説明したホームページも紹介されていた。今回の講義をきっかけ

に、身の回りの自然や生活に、興味の幅が広がっていくことを期待したい。



【講義②】

現代ファッション事情

～流行は誰が考えるの？どうやって決まるの？～

大橋 芳幸
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［講義のまとめ］

現代ファッション事情～流行は誰が考えるの？どうやって決まるの？～

高木　亮

講義を設定するにあたって

　静岡県知的障害者就労研究会のフォーラムで「大学で学ぼう！」で取り上げてもらいたい話題を質問

したところ、ファッションのことが話題に上がり「今年の流行○○色だとか、こんな形とかTVで言うけ

れど、それは誰がどのように決めているの？」「企業はそれを受けて、どんな風に商品開発をして、販売

戦略をたてているの？」といった内容の疑問の声があがった。

　ファッションについては、受講生にとって毎日の生活の中で身近な話題である。企業の方から直接お

話を伺う機会を設定することで、より現在の状況に精通した、わかりやすい講義を追求し、知的好奇心

を喚起する学習活動にしたいと考えた。

＜重視した点＞

①講師が衣料品販売の会社を経営されているプロフェッショナルな方であること。

②学習者参加型のクイズコーナーを設けたり、“学びのパートナー”である大学生と社会人との共同

作業を取り入れたりすること。

③ファッションについて映像や実物を提示して受講者がイメージを持ちやすくすること。

講義の内容　

① 「流行」 は誰が考えて、 決めるの？

・ デザイナーと呼ばれる人たちの中の一部が基を考えた服や人気タレント（「ヒーロー」のキムタク、「踊

る大捜査線」織田裕二等）が着ていた服が流行ったりする。

・しかし、この流行を決めるのは、服を購入する消費者である。一般の人たちがそれをよいと思って身

につけなければ「流行した」とは言えない。

・たくさんの人が同じような格好するようになり、それが「かっこいい」「おしゃれ」だから自分も着

てみたいと思ったときが「流行」したと言うことである。

② 「流行」 を生み出すにはどうすればよいか？

・気まぐれな消費者に気に入られるように、時代の「流れ」、時代の「気分」を感じさせるものをお店

の人が送り出す。

・世の中の人たちが感じている「気分」が「流行をつくるもと」になる。

　→社会背景を表現することが重要

・今年はどんな社会背景が影響して流行が生まれるか？＜質問＞→発表：北京オリンピック、競技用水

着問題、地球温暖化、ガソリン高騰、四川省大地震、異常気象等　　

・オリンピックの年→スポーティーなイメージ　　エコ→ナチュラルなイメージ

　社会の雰囲気を服で伝えていく。（パリコレクション、ミラノコレクションの映像）

③どのくらい前にファッションの流行が提案されるか？

・ヨーロッパでもっとも権威のある「色と素材の展示会（プルミエールビジョン）」の映像

・色と素材は1年半前から決まる。（大体のスタイル決まるのが2年半前）

④一番たくさん服を生産している国は？

・一番たくさん服を作っている国は？＜質問＞→発表：日本は高い ,メイドインチャイナ ,中国

・解答：中国（上海の工場の映像）→中国以外にもインドやベトナムなどアジアが大きな生産地。
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⑤原料から服になるまでの流れは？ （工場の映像）

①紡績（綿にして糸にする）②編みたて（糸から生地に）③染色（色をつけます）④裁断（洋服の形

の部品をつくる）⑤縫製（1つずつ縫い合わせ）⑥仕上げ（ボタンなどをつけてアイロンかけしてきれ

いに）⑦検品（ちゃんとできているか調べる。検針など。⑧梱包・出荷

→輸入→店→コーディネートしてさらに魅力的に見えるように店員がディスプレイを飾る。

⑥今年の皆さんが提案するファッションを自由に作ってみよう！

＜作業＞お店の人達と同じように、お客さんに「流行」

する今年らしいファッションを提案してみま

しょう。（準備されたシャツ、ブラウス、ジー

ンズ、帽子、ベルトなどをテーマを考えながら、

社会人と学びのパートナーが協力してコーディ

ネートして ,発表する。

＜発表＞沖縄、涼しい、夏、ギザギザ、海、海～アロハ～、

秋をさきどり、野球

⑦まとめ

・ファッションを文化的なものと見て取れる。今どんなことが起こっているかの入口になる。

・いつも新鮮な前向きな気持ちで生活するために新しいファッションは役に立つ。

・会社はファッションを通じて「ゆたかな生活文化の向上に貢献する」ことを社是として掲げている。

ファッションを楽しむことで皆さんの生活が豊かになればすばらしいことだと思う。

スモールワークのようす［卒業生・社会人］（アンケートの記述から－原文のまま）

・流行には社会のニュースが重要だなぁと思っていました。

・糸で、服を作っているところが楽しいと思った。　

・私とお母さんがとくいことがあります。でも私もお母さんもおしゃれが一番大好きです。　

・かっこよくなりたい。・これからファッションにこだわっていきたいと思います。　

・いろんなファッションがあるからいろいろ考えてやることが大切です。

・服の色やデザインが1年半前から考えられていたのにおどろきました。

講義を聴いて

・日常生活で身近に感じていた疑問が題材になっていたので、社会人も学びのパートナーも大変興味深

く講義に参加することができた。

・ファッションがテーマと言うことで、映像を多く活用してお話ししていただいたため、抽象的な表現

でも社会人達に内容が伝わりやすかったと思われる。　

・クイズ形式での応答では ,社会人、学びのパートナーとも参加しやすかった。講師の投げかけに対し

て自発的に発表する場面が多くみられ、参加型の講義となり大変盛り上がった。

・講師の方の企業で販売している服、帽子、ベルトなどの製品を使って、実際に、コーディネートを体

験する活動では、社会人と学びのパートナーが積極的に話し合いながらファッションを作り上げてい

くことを楽しむことができた。ファッションを今まで以上に身近に感じる機会になったと思う。





【講義③】

消費生活を考えてみよう

色川 卓男
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講義編　消費生活を考えてみよう（色川卓男）
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学ぶって楽しい！─大学で学ぼう─報告集

［講義のまとめ］

消費生活を考えてみよう

山下 光司

講義を設定するにあたって

　お金の使い方や家計簿の付け方について学びたい、という受講者の希望をもとに、静岡大学教育学部

の色川卓男准教授に、消費生活に関する講義を設定していただいた。

　講義に先立って、静岡、焼津、藤枝の青年学級の皆さんに消費生活に関するアンケートを行った。

内容は、衣料品や装飾品を購入するときに困ったことや店員に聞きたいこと、買い物に関わる被害にあっ

たことがあるか、被害にあったときの対処法、被害にあわないための方法、講師に聞きたいことなどで

ある。

　このアンケートの結果から、買い物には家族と一緒に行ったり、事前に相談したりしている人が多い

ことが分かった。携帯電話のサイトに気をつけることや、クーリングオフ制度などの知識を持っている

人もいたが、被害にあったときの対処法としては、警察に連絡すると答える人が多かった。

講義の流れと内容　

①消費生活って

【スモールワーク 1】 今日の衣服や持ち物で、買ってきたもの、買ってきたものでないものを、それぞ

れ3つ挙げる。

　買ってきたものはたくさんあるが、買ってきたものでないものはほとんどない。もらったものも元は

買ってきたものである。今は、自分で作ったもので生活している人は少ない。多くの人が店でものを買っ

ている。だから買い方を考える必要がある。

②買わせよう作戦

【スモールワーク 2】 コンビニで弁当はどこにおいてあるか、雑誌はどこにおいてあるかを、配置図に

記入する。

　お弁当の棚の隣におかずの棚があり、その隣に飲み物が

ある。その後ろにパンの棚があり、横にお菓子が並んでい

る。これをお弁当街道という。店の人がいろいろ買わせよ

うとしている作戦。

　雑誌は入口のところに並んでいる。店に客がいないと入

りにくいが、窓際に雑誌の棚があると見ている客が外から

見えるので入りやすくなる。これをぶらり街道という。

③どっちを買うか

①100円のジュースと120円のジュース

②100円のジュースと「定価200円今だけお得」のシールがついた120円のジュース

③1本100円のジュースと1本120円だが3本だと300円のジュース

④果汁30％ 100円のジュースと果汁100％ 120円のジュース

　商品も買わせよう作戦をしている。情報を見て、家で本当に使うものを考えて買った方がよい。

【スモールワーク 3】 コンビニで好きなお菓子を見つけたが、小遣いがない。友達からお金を借りて買

うか、お小遣いがたまるまで我慢するか。

④こんな落とし穴も

　デート商法を学生がロールプレイで実演。
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講義編　消費生活を考えてみよう（色川卓男）

⑤困ったらどうするか

　まず、身近な人に相談し、消費生活相談センターに行った方がいいと言われたら、行くとよい。静岡

駅南口前に消費生活相談センターがある。相談するときには、いつ、何を、いくらで、どこから買った

のか、どんなふうに勧誘されたかをメモで書いていくとよい。

⑥まとめ

　消費生活は、私たちが生きることと一緒である。自分が気持ちよく幸せに暮らせるとよい。店は買わ

せよう作戦をしている。中には、消費のことで悪いことを考えている人もいる。困ったことがあったら

恥ずかしがらずに相談するとよい。

スモールワークのようす（学びのパートナーによるアンケートの記述から－原文のまま）

・コンビニの商品の並び方や回し方について今まで考えたこともなかったので、とても興味深かったで

す。また、ネーミングがとても面白く受講生の方と大笑いしてしまいました。話題が身近だったこと

もあり、親しみやすかったです。

・一見難しい講義のようにみえますが、内容が、普段我々がよく利用するようなコンビニを例にしたり、

誰にでもおこりうることを劇に入れながら説明したりとわかりやすく、見ていて面白い講義でした。

・コンビニやスーパーでの商品の場所をとても細かく書いてくれる方もいたし、講義の中での問題に興

味を持って取り組んでいたのでとてもいいなぁと思いました。

・よくコンビニを利用する方が多く、コンビニの店内を書くとき、うれしそうにコンビニについて話し

てくれまいた。

・消費生活の方は、消費生活の意味を理解できなかったため、あまり興味を持ってなかったと思う。ワー

クは、何とか取り組むことができていた。

講義を聴いて

・事前にアンケートをとったことで、受講者の生活の様子や問題意識などを把握して、実態に合った講

義内容が設定されていた。

・スモールワークでは、身近な問題が取り上げられたため、学びのパートナーと話し合いながら興味深

く取り組む様子が見られた。特に、コンビニの販売戦略は、昨年度の大学講座でも取り上げて非常に

好評だった話題で、今回も、店内の商品配置を書くスモールワークに、積極的に取り組んでいた。

・デート商法の学生によるロールプレイングでは、青年が高額の指輪を買わされる場面で、受講者から

どよめきが上がった。印象が強かったようだ。講義の最後では、受講者から、消費者をどんな言葉で

だますのかという質問や、自分が被害にあいそうになったときの報告があり、学んだことを自分自身

の問題としてとらえ、実生活に生かしていこうとする様子がうかがえた。





【講義④】

音楽のしくみを知ろう

～うたのはじめはドレミ～

北山 敦康
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学ぶって楽しい！─大学で学ぼう─報告集

［講義のまとめ］

音楽のしくみを知ろう～うたのはじめはドレミ～

五條由美子

講義を設定するにあたって

　静岡県知的障害者就労研究会のフォーラム（毎年2月に実施）で、本人部会を実施している。その中で、

音楽に関係する講義を聞きたい、という要望が毎回多く寄せられており、今回、はじめて音楽に関する

講義が実現した。

　講師は静岡大学教育学部の北山敦康教授にお願いした。先生は、日頃より、サクソフォン演奏や吹奏

楽の指導を行っており、中学校、高校、地域の活動とも連携して、音楽やその活動に深く関わっている。

「音楽（うた）の基礎はドレミで、音楽の楽しみもドレミから始まる。むずかしいことではなく、みんな

だれもが楽しいのですぐに入っていける」という先生のことばから、だれもが楽しく参加でき、音楽が

身近に感じられることを大切にした。

講義の流れと内容

①北山先生の紹介

　小学校の時には知っている歌をすべてドレミで歌っていた。楽譜にドレミを書くなという先生もいる

が、どんどん書きこめばいい。書くのが面倒臭くなってきたら覚えたあかし。

　明るい歌は「ド」で終わる。悲しそうな歌は「ラ」で終わる。そういう経験をするうちに音楽の構造

がわかってくる。

②ドレミの歌

　映画「サウンド・オブ・ミュージック」の映像に合わせてドレミの歌を歌う。楽器のためのドレミは

指の記号なので覚えなければならないが、歌のためのドレミは、自分の歌いやすい音から自由に始めて

よい。グイード・ダレッツォが音楽をやさしく学ぶために考え出したもの。

③ハンドサイン

　コダーイ・ゾルターンが、ドレミを意識するために、体で表すように作った。北山先生のハンドサイ

ンに合わせて声を出す。左手のハンドサインに合わせて歌う人と、右手のハンドサインに合わせて歌う

人の2グループに分かれて歌い、二部合唱をする。

④半音

　キーボードで、ミとファ、シとドの間に黒い鍵盤はない。ミとファ、シとドはすぐ隣の音、これを半

音という。ファはミに帰りたい、シはドに向かいたい、という性質がある。この仕組みが分かると音楽

がだんだんわかってくる。

⑤テルミン

　テルミンは歌うように演奏できる楽器であり、ロシア

の音楽家レフ・セルゲヴィッチ・テルミン博士が100年

前に作った電子楽器。

　リディア・カヴィナさんの「月の光」の演奏をVTRで

視聴する。学生の「星に願いを」の演奏を生で聞く。希

望者3人が選ばれて、実際にテルミンを演奏する。

　いい音楽を判断する方法は、やってみたいと思ったら

いい曲、いい楽器である。
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⑥ノーズフルート （鼻笛）

　アメリカから輸入したテルミンと似た楽器、人間テルミンとも言える楽器を全員にプレゼントする。

鼻にぴったり当て、口を開け、鼻から出た息を口で共鳴させて音を出す。口の形で音程を変える。

　モスリンさんの「ダニーボーイ」の演奏をVTRで視聴する。

　全員で「ふるさと」をテルミンで演奏する。

学習の様子（学びのパートナーによるアンケートの記述から－原文のまま）

・音楽になると（特に歌）表情がより豊かに楽しそうに大きな声で歌っていらした。

・歌をうたったり、笛をふいたり自分たちが活動する場面がたくさんあって、積極的に参加できて楽し

かった。

・音楽をみんなで一緒に活動したときは、共通意識をもち、成功したり上手にできた時はとても喜んで

いた。

・実際歌を歌ったり、ノーズフルートを使って音を出したのですが、講義が終わってもまだ歌ったり、

音を出したりするほどでした。

・ノーズフルートをはじめすごく苦戦していて、音が出た時はとてもうれしそうなご様子でしたし、私

自身もすごく嬉しくなりました。

・ふえの吹き方など、口で説明するだけではよくわかっていない人がいた。何か絵があればわかりやす

いと思う。

講義を聴いて

・シャープ、フラットの話や、長調、短調の話は、わかりにくいところもあったが、ドレミの歌をみん

なで歌う活動から、楽しく参加する人が増えた。小さかった歌声もだんだん大きくなり手を叩いて歌

う人、体を揺らす人、振り付けをしながら歌う人など、自分なりのスタイルで楽しむことができた。

・実際に歌を歌ったり、楽器を演奏したりする活動が多く組み込まれていたので、楽しく参加できた。

ハンドサインで2部合唱をしたこと、テルミンでふるさとを全員で演奏したことなど、一人ひとりも

十分に活動しながら、会場全員で心を合わせることができた。

・テルミンの演奏では、なかなかコツがつかめず、苦労している人が多かった。学びのパートナーや職

員からアドバイスを受けて、音を出せるようになった人もいた。一人ひとりにテルミンがプレゼント

されたので、あきらめずに粘り強く練習していた。

・専門家の演奏をVTRで視聴したり、テルミンの演奏を生で聞いたり演奏したりするなど、本物にふ

れあうことができ、貴重な経験をすることができた。

・多くの人が、音楽を身近なもの、楽しいものと感じることができたと思う。これからの生活でも、音

楽に親しんでいけるとよいと思う。





【資料編】

授業後のアンケートのまとめ

学びのパートナーとして、いっしょに受講して

参加者の感想

スタッフ名簿

これまでの「学ぶって楽しい！－大学で学ぼう－」
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学ぶって楽しい！─大学で学ぼう　報告集

授業後のアンケートのまとめ

大畑 智里

　各講義の終了後に行った4回のアンケートを以下のようにまとめる。

○講義1「不思議感動！科学する心とは！？」（熊野善介先生）

　色と光の関係を、コマや変光板などを使って実際に体験しながら学ぶことができた。社会人と学生が

その不思議を一緒に感じることができたのではないかと思う。

　こうして、仕組みが目に見えにくい不思議な科学の題材も体験を含めることで、多くの受講者から「楽

しかった」との感想を得ることができた。

○講義2「現代ファッション事情～流行は誰が考えるの？どうやって決まるの？～」（大橋芳幸

先生）

　「ファッション」をテーマに、流行の作られ方や流通の仕組みなど、日ごろ身に着けているものがどの

ような流れの中にあるのかを感じることができた。

　さらに、講義の後半は、それぞれのグループにわかれ、実物を使ってコーディネートを楽しめたこと

でファッションに対する印象も強まったのだろう。
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○講義3「消費生活を考えてみよう」（色川卓男先生）

　「お金を使う」ために、社会にはどのようなことがあるのかを知ることができた。コンビニの商品陳列

の秘密は、日ごろからコンビニを利用する人も多いので、「わかりやすかった」様子である。また、学生

の劇を通して、お金に関するトラブルも紹介していただいたことで、社会人として“気をつけていこう”

という意識にもつながっていた。

○講義4「音楽のしくみを知ろう～うたのはじめはドレミ～」（北山敦康先生）

　音楽には「楽譜」や「楽器」･･･と経験のない人にとっては難しいもの。けれどもそれを、ハンドサイ

ンでの歌、口や鼻の笛、テルミンなど、体を使ってできる表現方法を知ることができた。

　はじめて会った社会人と学生の歌声が会場いっぱいに響き渡り、すばらしい時間を共有することがで

きたのではないかと考えている。

���������������

��

��

�

�

�

�

�� ��� ��� ��� ��� ����

���

��

���
���
��

���

��

������������

��

��

�

�

�

�

�� ��� ��� ��� ��� ����

���

��

����
�

��

����
���

���������������

��

��

�

�

�

�

�� ��� ��� ��� ��� ����

���

��

���
���
��

���

��

������������

��

��

�

�

�

�

�� ��� ��� ��� ��� ����

���

��

����
�

��

����
���



52

学ぶって楽しい！─大学で学ぼう　報告集

学びのパートナーとして、いっしょに受講して
「学ぶって楽しい！－大学で学ぼう－」に参加した大学生の報告・感想など

渡辺 明広

　静岡大学公開セミナー「学ぶって楽しい！－大学で学ぼう－」は、障害のある人もない人もいっしょ

に学ぶ、ユニバーサルな学びを目指している。静岡大学教育学部特別支援教育専攻等の学生が知的障害

のある社会人といっしょに2つの講義を受講した。セミナー終了後、学生たちに学びのパートナーとして、

「講義中のスモールワークの取り組み状況」についての報告や感想などを求めるアンケート調査を行なっ

た。

調査の概要

・調査対象：静岡大学教育学部特別支援教育専攻等の学生（第6回34名、第7回43名）

※第6回の34名は2年生が16名で、3年生が18名。第7回は43名のうち29名（67.4％）は

1年生で、他は2～ 4年生

・調査内容：「講義中のスモールワークの取り組み状況」

・アンケート調査の実施期間： 第6回　2008（平成20）年  6月18日～ 6月 25日

  第7回　2008（平成20）年 10月19日～ 10月27日

・回答方法：選択肢回答と自由記述を併用。無記名。調査用紙配布、記入後に各自が提出。

・回収数：第6回34（回収率100.0％）、第7回32（回収率74.4％）

調査の結果

Ｑ1 「あなたは、受講した人達が知的障害のある、なしにかかわらず、講義中のスモールワークに全体としては、

一緒に取り組めたと思いますか」（「大変取り組めた」「かなり取り組めた」「ふつう」「あまり取り組めなかった」

「ほとんど取り組めなかった」の5段階評定。他に「何とも言えない」もあり。評定をした理由を自由記述）（表1）

表1　Ｑ1「あなたは、受講した人達が知的障害のある、なしにかかわらず、講義中のスモールワークに全体としては、

一緒に取り組めたと思いますか」

段階

回

5
大変

取り組めた

4
かなり

取り組めた

3
ふつう

2
あまり

取り組めなかった

1
ほとんど

取り組めなかった

0
何とも

言えない

第 6回 7名
（20.6％）

24名
（70.6％）

2名
（5.9％）

1名
（2.9％）

0名
（0.0％）

0名
（0.0％）

第 7回 6名
（18.8％）

14名
（43.8％）

8名
（25.0％）

3名
（9.4％）

0名
（0.0％）

1名
（3.1％）

・ 第6回は「5　大変取り組めた」と「4　かなり取り組めた」を合わせると91.2％である。圧倒的に

多数の学生が一緒に取り組めたと評定した。これに対して第7回は「5　大変取り組めた」と「4　
かなり取り組めた」を合わせて62.6％で、「3　ふつう」が4分の1（25.0％）、「2　あまり取り組め

なかった」も1割近く（9.4％）あった。
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＜第6回＞（自由記述　原文のまま）

「みんなわいわいやっていた」「障害をもった方が理解しにくい所は自分なりにフォローしようと努力

できたし、相手が楽しそうに取り組んでいることから自分も楽しく活動できたから」（以上、評定5）、「ど

んなことでも必ず全員の意見を出して話し合ったのでみんなで一緒に取り組めたと思います」「分から

ないところを気軽に聞いてくれたから」「活動内容を全体に説明するので、それをわかりやすく伝えた

り、わかったことを共有したりする時間があり、一緒に取り組めたと思う」「積極的にしていたし、疑

問をもちながらやっていたから」「一緒でないとできない活動（支援が必要となる活動）が多かったの

で」（以上、評定4）、「協力がうまくいかず一部の意見がでて終わった」（以上、評定3）etc.

＜第7回＞（自由記述　原文のまま）

「1つ1つの会話を交えながら取り組めたから」（以上、評定4）、「みんなで楽しみながら一緒に、とい

うより、各々が考えてやっていたように感じました。なるべく受講生の方と話しながら、と思っても

席が遠くて声がかけづらかったり、グループワークなのかの区切りや講義中にどの程度話をしていい

のかがわからなかったりで、あまり上手に関わることができなかったように感じます」「全体としては

できていたと思います。ただ少しだけ会話が隣同士だけになったり、向かいの人の会話が聞き取れな

いなどがありました」（以上、評定3）、「周りの班を見ていると、もっと席で楽しそうに会話をしてい

たが、慣れていない自分にはそれがなかなかできなかった。大変申しわけなかったと思っている」（以

上、評定2）etc.

Ｑ 2 「あなたは、 受講していた知的障害のある人に、 どんな場面で、 どんな援助や配慮をしましたか。 援助をし

た人はできるだけ具体的に書いてください。 特になかった人は 『なし』 と書いてください」（自由記述）

　講義中の援助内容や方法、援助をした際に配慮したことに言及した回答について、第6回と第7回の2

回分を以下に集めた（数値は延べ人数）。

・ 何らかの具体的な援助をした学生は60名であった。「なし」は6名であった。「なし」は第6回は1
名であったが、第7回は5名であった。

・ 援助の内容や方法は、＜教える・説明する（方向を示す）（アドバイスする）＞（37名）、＜一緒に

作業をする（補助をする、手伝う）＞（8名）、＜問い掛ける・声掛けをする＞（8名）、＜例を挙げる・

手本を見せる＞（7名）、＜（講師の説明を）繰り返す＞（4名）、＜促す＞（4名）、＜ヒントを出

す＞（3名）、＜（作業を）やってあげる＞（3名）、＜途中までやってみる＞（2名）であった。

＜教える ・ 説明する （方向を示す） （アドバイスする） ＞（以下、自由記述　原文のまま）

「アンケートを書く時に、書く紙や内容を教えた」「文字が書けなかったから、点で書いてなぞりがき

してもらうようにした」 「科学の工作で、うまくできるように、こつを教えたり、わかりやすく、しく

みを説明した」「プリントのどこを読めばいいのか分からない時、指でさしながら教えた」「パワーポ

イントの文字が小さくて見えにくかったため、同じプリントの指しているものを教え、同じように考

えた」「使っているプリントの説明をした」「困っていても『分からない』とはあまり言わないので、

自分から教えたりした」「スライド一つ一つに補足説明をしたり、言いかえたりしました」etc.

＜一緒に作業をする （補助をする、 手伝う） ＞

「実験のやり方がよく分からなかったようなので、見本を示したり、実験から分かることを一緒に考え

たりした」「書いてあることを理解するのがむずかしく、読みながら一緒にやった」「ペンを持ったま

ま固まってしまった受講者の方がいたので、話をしながら、一緒に作業を行いました」etc.
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＜問い掛ける ・ 声掛けをする＞

「質問項目に回答する時に、答えを聞き出すために様々な質問をした」「コンビニの雑誌の配置では『よ

く外からみると立ち読みしている人見ませんか』と聞いた」「鉛筆がなかなか動かないようだったので

『どうですか？』と声をかけて一緒に考えたりしました」etc.

＜例を挙げる ・ 手本を見せる＞

「文字が書けない人に大きく文字を書いて見せた」「棒をおして回す活動の時におし方がなかなか理解

できないみたいだったので、一緒におしえ見本をみせるようにしました」「作業で難しい所はやってか

ら、渡した」「問題にいきづまっていた時に、ちょっとした例を出してあげました」etc.

＜ （講師の説明を） 繰り返す＞

「先生の話をもう1度ゆっくり分かりやすく伝える」「実験の解説を先生がされていたのを伝えなおす」

etc.

＜促す＞

「話し合いの時に意見はあるかと話をふったり、意見をまとめたりするときに助言した」「手が止まっ

た時に『分からないことはありますか』という質問をした」「今なにをするのか、時々教えてあげまし

た」etc.

＜ヒントを出す＞

「分からない問題についてはヒントなどをあたえて話をした」「ワークの時はヒントを出したりして（こ

の服どうしたの？これは？）、答えやすいよう配慮をしました」etc.

＜ （作業を） やってあげる＞

「作業はほとんど代わりにやりました。文をよんで、簡単な説明をしたり、代わりに書いたりしました」

etc.

＜途中までやってみる＞

「手先が不器用で困っている人に、了承を得て、作業の途中までやる」etc.

・援助をする際には＜繰り返しゆっくり伝えた＞、＜（分かりやすく説明をするために）簡単に言い

かえた＞、＜なるべく会話をした＞、＜具体的に聞いた＞、＜手伝いすぎないようにした＞、＜待

つ、見守る＞といった配慮や具体的な援助の方法を取っていた。

「繰り返しゆっくり分かりやすく伝えた」「難しい文章を簡単に言いかえた」「ばく然と言われても分か

らない点が多かったので、もう少し幅を縮めた質問にしたりした」「なるべく会話をしようとした」「話

しかけるときはなるべく具体的に聞くようにしました」「できるだけ会話などしながら手伝いすぎない

ようにした」「自分がどう思うのかを書きてくださいと声をかけ、いくつかの質問をしながら、受講生

の方がもつ感想をひき出していった」「自分で文字を書くことができない人にプリントを見せてあげ、

写すという方法で一緒に授業に参加した」「ある程度見守った後に、どのレジュメを見ていいか分から

ない人に教えてあげた」「答えを教えるのではなく、答えを導くように教えていった」etc.

・学生たちは学びのパートナーとして、ほとんど初対面の受講生と講義を聴き、スモールワークに取

り組み、いっしょに新鮮な驚きや喜びを感じた。様子をうかがいながら、必要と思われる具体的な

援助をとっさに試みた。それでも、その関わり方がよかったのか、不安や反省は残る・・・

「なるべく壁がなくなるように積極的に話しかけるようにした。同じ目線で『いっしょに学ぶ』『いっしょ

に楽しむ』ことを目標に関わろうとしましたが、講義中は会話をするタイミングが難しく、実行でき

ていたかどうかは不安です」「『教えてあげる』『助けてあげる』・・・こういった上からの目線を取り
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除く努力が必要だと感じました。同等の立場で『一緒に』楽しむことが1番大切なのではないかと個

人的には思いました」

まとめ

　「講義中のスモールワークに一緒に取り組めたと思いますか」の問いに、「大変取り組めた」「かなり取

り組めた」と答えた学生はかなり多い。ユニバーサルな学びが実現する手応えが感じられる。一方で、

第7回は「ふつう」や「あまり取り組めなかった」も多かったのは、学びのパートナーの学生に1年生が

多かったせいであろうか。学びの支援には学習と体験が必要である。

　「受講していた知的障害のある人に、どんな場面で、どんな援助や配慮をしましたか」の問いには、そ

れぞれの学生が自分なりに考える配慮のもとに、様々な援助が行われていた。障害のある人たちの学び

のスタイルや態様はいろいろであるので、具体的な援助も多様なものが必要なことが分かる。その具体

的な援助に磨きをかけることが、ユニバーサルな学びの実現に求められる。
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参加者の感想

大畑 智里

［第1回］受講生（卒業生・社会人）アンケートの感想より

講義①　「不思議感動！科学する心とは！？」　（熊野善介先生）

○コマの実験で色が変のがふしぎでした。

　色が変わったり、シールの色の数が違ってびっくりしました。

　コマ回しで黒だけなのに黄色が見えたのが不思議だった。

　木の円柱はすごくたくさんまわってよかった。

　回転する木の円柱の秘密の時、木の円柱にシールを貼って回転したのがおもしろかったです。

○蛍光灯の不思議を知ることができて楽しかった。

　虹が出た。光は不思議だなぁと意いました。

　メガネを使ってとてもたくさんの色が見えました。

　光がよく見えたことが、よかったと思います。

　眼鏡とシートを使ってやるのではすごくよかったです。

○色の見え方がわかった。いろんな色が見えました。

　今までにない色から他の色に変化してびっくりしました。

○全部楽しかったです。おもしろかったです。とても勉強になりました。

　また、科学を勉強したいです。またやってみたいです。

講義② 「現代ファッション事情～流行は誰が考えるの？どうやって決まるの？～　」 （大橋芳幸先生）

○糸で、服を作っているところが楽しいと思った。洋服はこういう風に作るのかと思いました。服の

色やデザインが1年半前から考えられていたのに驚きました。

○服選び楽しかったです。いろいろな服がありました。

　夏服や帽子がいっぱいあったり、きれいにできあがったりとすごいです。

　マネキンに服を着せて帽子もかぶせました。海をテーマにしました。わかりやすかったです。

○流行には社会のニュースが重要だなぁと思いました。流行の裏側が見えた。

　流行を人々が決めることがよく分かりました。

○ファッション流行についてとてもわかりやすかったです。

　いろんなファッションがあるからいろいろ考えてやることが大切です。

○とても楽しかった。たいへんいろんな話が聞けて楽しかったです。

　とてもわかりやすくてくわしく楽しかった。

　おもしろかった。また来たいと思います。

○これからファッションにこだわっていきたいと思います。

　ファッションの勉強はとてもいい勉強になりました。

　服を買う時に生地や綿に気をつけてみたいです。かっこよくなりたい。

　私とお母さんがとくいことがあります。でも私もお母さんもおしゃれが一番大好きです。
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［第2回］受講生（卒業生・社会人）アンケートの感想より

講義① 「消費生活を考えてみよう」　（色川卓男先生）

○コンビニのお話しがわかりやすかったでした。場所もわかりました。

　コンビニ内の弁当や雑誌が置いてある場所が分かった。

　コンビニが色々買ってもらおうと作戦を考えていると言う事がよく分かりました。

○お金はもったいない。だまされないようにする。

　劇の話が良かったです。

　中には悪い人がいるので気をつけたい。

　人間関係を悪用した。商法が多く行われている事がよく分かった。

　人をだますような悪い人達を相手にしないように気をつけたいです。

　デート商法他、色々なサギにかからないようにすること。

　女性の人や高齢者の人たちにはよくひっかかりやすいと聞いて手助けをしたいと思います。

○人生ってたいへんだなぁ～と思った。聞いて良かったです。

　消費生活は生きるためには大切だと思いました。

　講義を聞いてとてもいいものをきかせてもらいました。

○楽しかった。またやってください。お願いします。

講義② 「音楽のしくみを知ろう～うたのはじめはドレミから」　（北山敦康先生）

○僕はこの講義を聞いて、ドレミファソラシドの音がどんどん高くなる事が心に残りました。みんな

とドレミの歌が歌えてよかった。

　歌が良かったと思います。

　歌の初めはドレミからという事。

○口笛、楽しかった。

○鼻笛ができて楽しかった。ふるさと聞けてうれしかった。

　笛は笛でも鼻でふく笛があるとはおもわなかった。

　鼻笛のならし方が難しかった。音がなかなか出なくってけっこう苦労しました。　

○演奏と鼻笛がうまいです。

○他に、どのような音楽の楽しみ方がありますか！

○内容がわかりやすかった。

　講義を聞いてとてもいいお話しをききました。ありがとうございました。

○音楽のいろんなしくみを知れてとても楽しかったです。　

　やったことがないものを楽しかった。

　とてもおもしろかったです。また来年もお願いします。

（以上、原文のまま）
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これまでの「学ぶって楽しい！－大学で学ぼう－」

五條 由美子

2005年度　第1回（通算：第1回）

講義1 講義2

講 義 名 「科学って面白い～シャボン玉って超面白

い～」

「人間が創る楽しさをとりまく世界」

講 師 佐藤　早苗氏

　シャボン玉遊び研究所主宰

　元静岡県立吉原工業高等学校校長

東　俊光氏

　静岡大学教育学部教授

　元静岡大学教育学部附属養護学校校長

講義概要 いろいろなシャボン玉作りを実演し、シャ

ボン玉の秘密をおもしろクイズで解きな

がら、驚きと感動と共に、その不思議を“科

学してみよう”。

スケッチ旅行に訪れる機会の多いイタリ

アの言語と生活習慣について紹介したり、

自分たちの生活と比較させたりすること

で、異文化に対する興味・関心を深める。

参加者数 社会人（高校生を含む） 41人
大学生 24人
その他 24人
　計 89人

2006年度　第1回（通算：第2回）

講義1 講義2

講 義 名 「駿府城をもっとよく知ろう」　 「隣の国に行ってみよう～ごきげんな韓国

済州島～」

講 師 小和田　哲男氏

　静岡大学教育学部教授

並川　欣史氏

　名鉄観光サービス株式会社

　静岡支店　営業係長

講義概要 城はなぜ造られたか、城の種類などを概説

し、駿府城の歴史、築城した徳川家康につ

いて解説する。また、駿府城を“探検”す

るための見所やポイントを考える。

魅力的な韓国済州島への旅行を紹介しな

がら、パスポートの取り方など海外旅行を

するために役立つ情報を提供する。

参加者数 社会人（高校生を含む） 49人
大学生 35人
その他 35人
　計 119人
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2006年度　第2回（通算：第3回）

講義1 講義2

講 義 名 「宇宙人はいる？！　宇宙の不思議」 「やっぱりサッカーは最高！～ 2006W杯ド

イツ大会を観戦して～」

講 師 寺尾　理氏

　前静岡県総合教育センター教授

難波　邦雄氏

　静岡大学教育学部教授

講義概要 地球に人間がいるように、宇宙のどこかの

星には、宇宙人や生き物がいるのかなど、

宇宙の不思議を分かりやすく、面白く講義

する。

4年に一度開催されるサッカー W杯。今年

行われたドイツ大会の観戦記やドイツの

生活ぶりについて紹介する。また、氏が

サッカーを通して学んだことや人との出

会いについても触れる。

参加者数 社会人（高校生を含む） 46人
大学生 25人
その他 31人
　計 102人

2007年度　第1回（通算：第4回）

講義1 講義2

講 義 名 「アイスブレイクからはじめよう！～心理

の世界へようこそ～」

「地震はなぜ起こる？」

講 師 大畑　智里氏

静岡大学教育学部附属特別支援学校教諭

小山　眞人氏

　静岡大学教育学部教授

講義概要 アイスブレイクを通して、初対面の人との

緊張をときほぐす。無人島SOSゲームを

体験しながら、周りの人とのコミュニケー

ションのこつを探る。

地震や津波が起こる仕組みを、ビデオやス

ライドを使って分かりやすく説明する。い

つ起きてもおかしくないとされる東海地

震について、震度や津波の規模を予想す

る。

参加者数 社会人（高校生を含む） 46人
大学生 32人
その他 30人
　計 108人
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2007年度　第2回（通算：第5回）

講義1 講義2

講 義 名 「コンビニの秘密」 「モータってなんだ？～ペットボトルモー

タをつくろう！～」

講 師 伏見　一茂氏

　セブン・イレブン・ジャパン

　東海ゾーン　ゾーンマネージャー

増田　好治氏

　静岡大学名誉教授

　NPO法人技術教育教材開発研究会

今田　真一氏

静岡大学教育学部附属特別支援学校教諭

講義概要 おでんが一番売れるのはいつ？一日の時

間帯ごとに売り場が変わるって本当？な

ど、クイズ形式で、身近にありながら知ら

なかったコンビニエンスストアの秘密に

迫る。

フレミングの左手の法則やモータの原理

を説明した後、磁石と電池を使ったペット

ボトルモータを作成する。はんだごてにも

全員が挑戦して、モータを完成させる。

参加者数 社会人（高校生を含む） 44人
大学生 30人
その他 35人
　計 109人

2008年度　第1回（通算：第6回）

講義1 講義2

講 義 名 「不思議感動！科学する心とは！？」 「現代ファッション事情～流行は誰が考え

るの？どうやって決まるの？～」

講 師 熊野　善介氏

　静岡大学教育学部教授

大橋　芳幸氏

　株式会社コックス　ブランド開発部長

講義概要 回転する円柱やベンハムのコマなどの実

験を通して、円柱に貼ったシールの数やコ

マの色の変化に気づく。なぜだろう、不思

議だな、という体験をする。

流行はどのようにしてつくられるのか、商

品が店に並ぶまでの過程をスライドで紹

介する。実際の衣服をマネキンに着せて、

テーマに合ったコーディネートを考える。

参加者数 社会人（高校生を含む） 51人
大学生 34人
その他 38人
　計 123人
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2008年度　第2回（通算：第7回）

講義1 講義2

講 義 名 「消費生活を考えてみよう」　 「音楽のしくみを知ろう～うたのはじめは

ドレミ～」

講 師 色川　卓男氏

　静岡大学准教授

北山　敦康氏

　静岡大学教育学部教授

講義概要 商品配置や値段の付け方など、店の買わせ

よう作戦を知り、消費者としてどんな買い

方をしたらよいかを考える。デート商法を

実演し、被害にあわないための対処法を紹

介する。

ドレミの歌の歌唱、ハンドサインに合わせ

た二部合唱、ノーズフルートの演奏など

で、全員が心を一つにして、音楽の楽しさ

を実感。テルミンという不思議な電子楽器

の音色も体験する。

参加者数 社会人（高校生を含む） 47人
大学生 43人
その他 43人
　計 133人
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スタッフ名簿

（あいうえお順）

学ぶって楽しい！－大学で学ぼう－実行委員会

（静岡県知的障害者就労研究会）

伊賀　　匡 伊藤　清美 池上　　登 五條由美子 柴田カヨ子

瀬戸脇正勝 高木　　亮  徳増　五郎 山下　光司 山下　基路

渡辺　明広

静岡大学教育学部附属特別支援学校

大畑　智里 柴田　美鈴

静岡県立静岡北特別支援学校

黒木　正憲 佐野亜有美 鈴木美枝子 内藤　早苗

静岡県立静岡北特別支援学校清水分校

田中　宏和

静岡県立静岡農業高等学校

篠田　聖児

静岡大学生涯学習教育研究センター

阿部　耕也 金子　　淳 菅野　文彦 平野　伸子 山本　義彦

静岡大学教育学部学校教育教員養成課程特別支援教育専攻学生

日本大学国際関係学部専攻学生

　このほかにもお手伝いいただいた方がいらっしゃったかもしれません。お名前が入っていない方がい

らっしゃったら、申しわけありません。

　多くの方のご協力をいただき、ありがとうございました。



編集後記

　第6回と第7回の「学ぶって楽しい！－大学で学ぼう－」について、講義の内容、受講者の感想や意見

などを中心にまとめができました。

　講師の先生方と私たちスタッフは、講義（授業）の計画や準備にあたっての打ち合わせを何回かする

のですが、講義後に記録を残し、まとめをすることも、学びの内容や支援のあり方などを確認（検証）

する上で効果的なことと思います。まとめられたものを読み返しますと、講義（授業）や学びの支援に

重要なポイントを読み取ることもできて、これからの「学ぶって楽しい！－大学で学ぼう－」に示唆さ

れることが多いのです。

　また、学びのパートナーである、学生のみなさんが事後のアンケートの中で記述している、授業の中

での社会人との具体的なかかわりや自由なアイディアの提案も、これからの計画を考えていく上で、き

わめて参考になります。

　さらに、今回は講義にあたって、受講する社会人のみなさんが所属する、青年学級のご協力をいただ

いて、その講義に関連する、社会人のみなさんの状況などの調査をさせていただきました。授業の目的

や講義の進め方を考えるための具体的なヒントが得られました。

　このように、みなさん方のコラボレーションで講義（授業）を創造し、検証することができました。「学

ぶって楽しい！」にかかわる、たくさんのみなさんに大変お世話になりました。ありがとうございました。

（渡辺）
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